
 

 

 

 

 
 
日本は温室効果ガスの排出削減に貢献するため、開発途上国の状況に

対応した技術移転や対策実施の仕組みを構築すべく、二国間クレジ
ット制度（Joint Crediting Mechanism:ＪＣＭ）を実施しています。 
このＪＣＭを推進するため、環境省では、パートナー国での温室効果
ガス削減に寄与する設備の導入に必要な初期投資費用の 1/2 を上限
とした補助により支援する事業を行っています。 
 北酸では「インドネシア/スマラン市公共交通バスへのＣＮＧとデ
ィーゼル混焼設備導入プロジェクト」の採択を受け、スマラン市の低
炭素化を目指しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

～事業概容～ 
 富山市・スマラン市による都市間連携から始まる 
• 富山市はスマラン市との間に環境省の「低炭素社会実現のための都市間連」に資する協力協定を締結している。 
• インドネシア政府は環境対策として、公共交通における燃料を天然ガスへ切替えることを推進しているが、ほとんど

の地域ではいまだ普及していない。 
        ↓ 
両市の協力協定を踏まえ、山口自動車商会での自動車事業と北酸でのオートガススタンド運営のノウハウを活かし、
スマラン市の交通公社であるTrans Semarangが所有する141台のディーゼルバスの 
うち、燃料転換による費用対効果が高いと見込まれる大型バス 25台、中型バス47台を 
対象に、ディーゼルエンジンをＣＮＧ（天然ガス）利用可能なハイブリッドエンジンへ 
改造し、使用する燃料転換の実施によって温室効果ガスの排出削減を行うことを提案。 
        ↓ 
Trans Semarangがパートナーになり、国際コンソーシアムを締結のうえ事業開始。 
 

環境省 JCM資金支援事業 
（二国間クレジット制度資金支援事業のうち設備補助事業） 

の取り組みについて 

～想定ＧＨＧ排出削減量～ 
 ２,０９４ｔ ＣＯ２／年（約４０％減） 

※ＣＯ2排出係数の高いディーゼル燃料から、ＣＯ2排出係数の低いＣＮＧ燃料へと代替すること、およ
びディーゼルとＣＮＧを混合して燃焼させるDiesel Dual Fuel（ＤＤＦ）方式の採用にともなう燃費向
上効果によるもの。 

 

～今後の展望～ 
 インドネシア他地域への水平展開 

• バリ州において検討中。 
 ＤＤＦ化の導入検討 

• スクールバス、小型船舶エンジン 
などのＤＤＦ化を検討中。 

森富山市長とスマラン市長 

Trans Semarangのバス 

Mobile Refueling Unit（MRU） 
←  ～ガス供給システム～ 山口自動車商会 

※１…MRV（Measurement, Reporting and Verification）：温室効果ガス排出量の測定、報告および検証 

※１ 

※２ 

※２…GEC：地球環境センター 
（補助金窓口） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019年1月9日スマラン市にてバス改造完成式典が催されました 


